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会
　
長
　  

赤
　
平
　
泰
　
処

辰
年
雑
感

中
国
で
は
天
子
の
象
徴
と
い
わ
れ
、
天
子
の
衣
服
か
ら
持
ち
物
全
般
に
竜
が
描
か
れ

て
い
る
の
を
見
る
と
、
ど
ん
な
動
物
か
想
像
で
き
ま
す
。

　

王
羲
之
の
書
は
、「
竜
天
門
に
跳
り
、
虎
鳳
闕
に
臥
す
」
と
い
わ
れ
、
筆
力
が
勁
く
、

気
勢
が
雄
偉
だ
と
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、諸
葛
孔
明
は「
臥
龍
」な
り
、隷
書
・

飛
白
体
を
よ
く
し
た
と
い
う
蔡
邕
は
「
醉
龍
」
な
ど
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
変
化
窮

ま
り
な
い
雄
健
な
書
は
「
龍
驤
豹
変
」
と
い
い
、「
龍
翰
鳳
翼
」
は
優
れ
た
人
材
の
こ
と
、

「
画
龍
点
晴
」「
登
竜
門
」
な
ど
の
語
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
達
書
を
学
ぶ
者
と
し
て
は
、
龍
門
造
像
記
、
張
猛
龍
碑
を
じ
っ
く
り
と

学
ぶ
こ
と
が
今
年
の
課
題
で
し
ょ
う
か
。
瑞
兆
の
い
い
例
に
「
虹
」
が
あ
り
ま
す
。
虹

の
字
は
竜
が
首
を
の
ば
し
て
黄
河
の
水
を
飲
む
形
の
字
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
虹
を

見
つ
け
た
時
の
嬉
し
さ
は
誰
も
が
童
心
に
か
え
る
ひ
と
と
き
で
、
人
に
伝
え
た
く
な

る
瞬
間
で
す
。

　

貞
香
会
も
辰
年
に
因
ん
で
何
か
瑞
兆
が
現
れ
な
い
か
と
願
う
の
で
す
が
、
良
い
事

は
待
っ
て
い
て
も
来
ま
せ
ん
。
自
ら
の
精
進
努
力
に
よ
っ
て
呼
び
こ
む
こ
と
で
す
。「
竜

に
な
れ
。
虹
を
見
よ
う
。」
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
書
作
態
度
を
改
め
て
、
辰
年
に
相
応
し

い
伸
び
や
か
で
雄
偉
な
書
を
次
回
展
に
は
ご
出
品
く
だ
さ
い
。 

　
　
　

 

　

令
和
六
年
は
、
干
支
で
い
え
ば
甲
辰
（
き
の
え
た
つ
）
の
年
で
す
。
甲
辰
は
書
作

品
の
落
款
に
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
最
近
は
西
暦
・
元
号
で
呼
ぶ
こ
と
が
多
く
な
り
、

干
支
も
少
し
古
い
の
か
と
思
っ
た
り
し
ま
す
が
、
動
物
に
た
と
え
て
年
や
人
の
性
格

な
ど
を
占
う
こ
と
は
多
い
よ
う
で
、
不
思
議
に
納
得
し
た
り
し
て
、
楽
し
み
親
し
む

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
辰
」の
字
は
、動
物
で
は「
竜
」に
あ
て
、ど
ち
ら
も
縁
起
の
良
い
文
字
で
す
。「
辰
」

は
お
お
は
ま
ぐ
り
の
形
で
、振
・
娠
・　
・
震
な
ど
の
字
が
あ
り
、い
ず
れ
も「
ふ
る
え
る
」

「
動
き
出
す
」「
伸
び
る
」
な
ど
共
通
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
辰
」
は
時
刻

で
い
え
ば
、
午
前
八
時
か
ら
二
時
間
ほ
ど
で
太
陽
が
高
く
昇
る
時
の
こ
と
で
す
。

　
「
竜
」
は
架
空
の
動
物
で
す
が
、
人
間
社
会
と
は
強
い
繋
が
り
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
伝
説
や
祭
事
に
登
場
し
、な
か
な
か
の
ご
利
益
が
あ
る
よ
う
で
す
。
旧
字
体
の「
龍
」

は
、
左
半
分
が
頭
の
形
で
右
半
分
は
胴
体
を
く
ね
ら
せ
て
い
る
形
で
す
。
書
作
の
時

な
ど
は
、何
と
な
く
力
が
入
り
、筆
勢
を
つ
け
て
表
現
し
た
く
な
る
文
字
で
す
。
ま
た
、

え　

と

り
ゅ
う

お
ど

と
ら
ほ
う
け
つ

ふ

つ
よ
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マ
ン
ス
が
盛
ん
で
、
多
く
の
参
加
希
望
校
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
学
校
の
生
徒
た
ち
が
参

加
し
、毎
年
競
い
合
って
い
る
。
書
道
会
の
発
展
に
は
、や
は
り
将
来
を
託
す「
若
い
力
」

と
学
校
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
現
在
の
貞
香
会
に
は
そ
れ
が
不
足
し

て
い
る
。
毎
年
、
多
く
の
書
道
会
で
全
国
学
生
書
道
展
が
併
催
さ
れ
、
独
立
選
抜

書
展
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
大
作
書
道
展
で
は
、
全
国
の
高
校
40
校
か
ら
180
点

以
上
の
作
品
応
募
が
あ
り
、
いつ
も
感
動
と
共
に
羨
望
の
的
で
あ
る
。

　

日
本
の
「
書
道
」
が
登
録
無
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
べ
く
若
い
人
た
ち
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
現
在
は
そ
の
状
況
下
に
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
若
い
人
た
ち
に
書
道
パフ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
書
道
に
親
し
ん
で
も
ら
う
企
画
を
打
ち
出
し
、「
書
」
を
楽
し
む
人
た
ち
が

少
し
で
も
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
我
が
貞
香
会
に
お
い
て
は
、
ま
ず
現
行
の
総

合
書
展
で
開
催
す
る
書
範
展
（
学
生
部
）
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
対
策
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　

令
和
５
年
９
月
23
日
に
、
広
島
県
熊
野
町
で
開
催
さ
れ
た
筆
ま
つ
り
で
、
赤
平
泰

処
会
長
が
席
上
揮
毫
を
行
い
、
碑
建
立
の
式
典
に
参
列
す
る
た
め
に
、
有
志
で
２
泊

３
日
の
広
島
熊
野
旅
行
を
催
行
し
た
。
ま
た
、
東
方
書
道
院
主
催
で
、
10
月
30
日

か
ら
31
日
ま
で
中
尊
寺
等
を
め
ぐ
る
東
北
旅
行
が
実
施
さ
れ
た
。
貞
香
会
と
し
て
も
、

親
睦
、
錬
成
会
・
臨
書
会
等
の
勉
強
会
を
兼
ね
た
湯
河
原
温
泉
旅
行
を
予
定
し
て

い
た
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
に
な
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
今
後
ぜ
ひ
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

百
周
年
を
迎
え
た
貞
香
会
の
今
後
の
発
展
に
、
会
員
皆
様 

一 

人 

一 

人
の
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

 

　

第
57
回
貞
香
書
展
で
、
毎
日
新
聞
社
記
者
の
桐
山
正
寿
氏
が
「
書
の
世
界
」
の
コ

ラ
ム
に
、「
貞
香
会
創
設
者
・
中
村
素
堂
の
掲
げ
た
硬
質
の
書
、
新
文
人
主
義
、
仏

教
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
理
念
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
現
代
的
な
達
成
へ
と
向
か
う
の
か
、

興
味
は
尽
き
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
ま
た
、
貞
香
書
展
の
懇
親
会
で
貞
香
会
参
与
の
松
本
宜
響
先
生
が
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

朝
ド
ラ
「
ら
ん
ま
ん
」
の
ド
ラ
マ
に
出
て
き
た
桜
の
接
ぎ
木
に
た
と
え
て
、
貞
香
会
が

ど
の
よ
う
に
進
む
の
か
と
投
げ
か
け
ら
れ
た
。（
木
が
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
の
か
、
横
に

小
枝
が
伸
び
る
の
か
？
）
ま
さ
に
貞
香
会
の
今
後
の
行
き
先
、
期
待
あ
る
い
は
危
惧

し
て
の
こ
と
と
思
う
が
、
木
が
ま
っ
す
ぐ
大
き
く
育
ち
、
会
が
更
に
底
力
を
つ
け
そ

れ
を
発
揮
す
る
に
は
如
何
に
し
た
ら
良
い
か
？　

幹
部
・
理
事
会
が
進
む
べ
き
方
向

を
示
唆
し
、
会
員
と
共
に
綿
密
に
検
討
し
な
が
ら
、
他
の
書
道
会
か
ら
抜
き
出
る
た

め
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

先
日
猛
暑
の
中
、
第
74
回
毎
日
書
道
展
を
観
覧
す
る
と
、
今
年
最
高
齢
の
入
賞

者
が
92
歳
で
３
人
い
ら
し
た
と
の
こ
と
。
書
の
道
は
い
く
つ
に
な
って
も
終
わ
り
が
な
く
、

常
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
意
欲
が
必
要
で
あ
る
。　

神
奈
川
毎
日
書
道
の
「
か
な
が
わ
書
道
ま
つ
り
」
で
は
、
中
高
校
生
の
書
道
パフ
ォ
ー

理
事
長
　  

光
　
谷
　
素
　
仙

今
後
の
貞
香
会
の
進
む
道
に
思
う
こ
と
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会
に
業
務
移
管
す
る
こ
と
に
な
り
、
作
品
の
提
出
方
法
に
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
坪
内
雪
山
副
理
事
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
締
め
く
く
ら
れ
、
総
会
が
無

事
に
終
了
し
閉
会
し
た
。

【
二
〇
二
三
・
二
〇
二
四
年
度
役
員
名
】

　
﹇
顧　
　

問
﹈

　
﹇
参　
　

与
﹈

　
﹇
参　
　

事
﹈

　
﹇
会　
　

長
﹈

　
﹇
理 

事 

長
﹈

　
﹇
副
理
事
長
﹈

　
﹇
事
務
局
長
﹈

　
﹇
事
務
局
次
長
﹈ 

　
﹇
理　
　

事
﹈　

　
﹇
監　
　

事
﹈

　
﹇
評 
議 

員
﹈

　
﹇
事
務
局
員
﹈

　

荒
木
大
樹　
　

中
村
素
岳　

中
村
青
藍

　

大
野
宜
白　
　

奥
山
泰
嶺　

後
藤
鶴
台　

中
谷
春
径　

　

晝
間
欽
堂　
　

松
本
宜
響　

若
井
香
樹

　

柏
木
南
城　
　

加
茂
泰
玄　

中
村
大
如　

中
村
東
泉

　

二
木
秀
蔭　
　

山
根
紅
樹

　

赤
平
泰
処

　

光
谷
素
仙

　

坪
内
雪
山　
　

根
本
泰
邱

　

根
本
泰
邱

☆
飯
野
彩
心　
　

鈴
木
蓮
徑

　

飯
野
彩
心　

☆
飯
野
柳
秈　

今
井
泰
篁　

海
野
蒼
秀

☆
加
地
香
泉　

☆
川
島
栖
園　

鈴
木
蓮
徑　

坪
内
雪
山

　

永
井
静
軒　
　

中
村
香
柯　

根
本
泰
邱　

浜
瀬
碧
水　

　

半
田
桃
香　
　

光
谷
素
仙

☆
大
塚
澄
心　
　

長
尾
泰
邨

　

秋
田
谷
岱
空　

石
原
翠
山

☆
海
老
原
綵
翎　

☆
小
澤
茜
逕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☆
新
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　

令
和
五
年
度
定
期
総
会
が
、
一 

月
二
十
五
日
（
水
）
午
後
三
時
か
ら
、
東
京
都

美
術
館
講
堂
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
た
。

鈴
木
蓮
徑
理
事
が
司
会
進
行
を
つ
と
め
、
光
谷
素
仙
理
事
長
よ
り
開
会
の
挨
拶
が

あ
り
、
総
会
が
開
始
さ
れ
た
。

　

赤
平
泰
処
会
長
よ
り
、「
昨
年
、
創
立 

一 

〇
〇
年
記
念
展
が
開
催
で
き
、
中
村

素
堂
先
生
の
作
品
に
触
れ
、
改
め
て
創
作
の
力
を
見
つ
め
直
し
て
ほ
し
い
。
同
じ
よ

う
な
作
品
の
繰
り
返
し
で
は
な
く
、
一 
作 

一 

作
期
待
に
応
え
る
よ
う
、
人
の
心
を
打

つ
新
鮮
な
作
品
を
発
表
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
今
年
は
役
員
の
改
選
も
あ
り
、
色
々

な
意
味
で
貞
香
会
も
生
ま
れ
変
わ
る
。
皆
さ
ん
に
は
貞
香
会
に
お
力
添
え
を
い
た
だ

く
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

議
題
に
入
る
前
に
、
司
会
の
鈴
木
理
事
よ
り
委
任
状
の
報
告
が
あ
り
、
会
員
数

二 

一 

二
名
の
う
ち
、
総
会
出
席
者
二
二
名
、
委
任
状
提
出
者 
一 

四
三
名
、
合
計 

一 

六
五
名
と
な
り
、し
た
が
って
総
会
成
立
と
発
表
が
あ
り
、議
題
に
移
っ
た
。
議
長
に
は
、

三
浦
看
山
理
事
が
選
出
さ
れ
、
議
事
が
進
行
し
た
。

　

ま
ず
、
第 

一 

号
議
案
の
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
度
事
業
報
告
が
根
本
泰
邱
事

務
局
長
よ
り
、
第
二
号
議
案
の
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
度
決
算
報
告
書
が
髙
橋

珠
翠
理
事
よ
り
報
告
さ
れ
、
長
尾
泰
邨
監
事
よ
り
、
適
正
な
監
査
を
行
っ
た
旨
の
報

告
が
あ
り
、
一 

括
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
、第
三
号
議
案
の
令
和
五
・
六
（
二
〇
二
三
・二
〇
二
四
）
年
度
の
役
員
改
選
案
、

第
四
号
議
案
の
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
第
五
号
議
案
の
令

和
五
（
二
〇
二
三
）
年
度
会
計
予
算
案
が
、
根
本
事
務
局
長
よ
り
説
明
さ
れ
、
一 

括
承
認
さ
れ
た
。
議
題
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
滞
り
な
く
審
議
が
終
了
し
た
。

　

そ
の
他
、
根
本
事
務
局
長
よ
り
、
貞
香
会
機
関
誌
『
書
範
』
が
四
月
か
ら
貞
香

令
和
五
︵
二
〇
二
三
︶
年
度  

貞
香
会
総
会
報
告
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二
日
目
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
開
場
前
よ
り
参
加
者
た
ち
が
続
々
と
集
ま
っ
た
。
講

師
・
赤
平
泰
処
先
生
と
根
本
泰
邱
事
務
局
長
が
到
着
す
る
と
、
開
講
の
挨
拶
を
受
け
、

書
い
て
き
た
作
品
を
吊
る
し
て
、
早
速
赤
平
先
生
よ
り
講
評
を
い
た
だ
い
た
。
お
手

本
書
き
で
は
、
赤
平
先
生
の
筆
さ
ば
き
を
熱
心
に
見
て
、
ま
た
作
品
に
適
し
た
筆
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
４
月
に
は
、
貞
香
会
主
催

の
毎
日
書
道
展
の
下
見
会
を
開
催
す
る
予
定
だ
。
練
習
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、
皆

さ
ん
の
力
作
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
野
柳
秈
・
飯
野
彩
心
記
）

　

２
０
２
３
年
２
月
４
日
（
土
）・
５
日
（
日
）、
南
浦
和
の
鵞
毛
堂
で
錬
成
会
が
行

わ
れ
た
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
、
な
お
か
つ
十
年
に 

一 

度
の
大
寒
波
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

老
梅
の
黄
色
い
花
が
ガ
ラ
ス
細
工
の
よ
う
に
咲
き
、
暖
か
く
天
気
に
恵
ま
れ
無
事
に

開
催
で
き
た
。

　

初
日
の
講
師
・
中
村
素
岳
先
生
が
お
越
し
に
な
る
と
、
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、

参
加
者
が
次
々
と
毎
日
書
道
展
や
貞
香
書
展
の
作
品
制
作
の
相
談
を
し
た
り
、
構

成
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し
く
、
ま
た
練
習
に
励
み
、
充

実
し
た
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

錬
　
成
　
会

お手本を書く中村素岳先生

初日の集合写真

お手本を書く赤平泰処先生

２日目の集合写真
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貞
香
会
会
長
賞　
　

五
喜
田
幽
石

貞
香
会
会
長
賞　
　

岡　
　

聖
紅

◎
昇
格
者

　

２
０
２
３
年
度
、規
定
に
よ
り
左
記
の
方
が
昇
格
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

�
委
嘱
�　

曽
根　

濤
青　

 　

　

�
会
友
�　

市
村　

星
華　

大
河
内
秀
丸　

滋
野　

綾
菜　

塩
濱　

花
菜

　
　
　
　
　
　

高
安　

霞
芳　

奈
良
田
圭
亮　

福
田
香
朱
美　

水
須　

涼
華　

　
　
　
　
　
　

宮
田　

霞
鶯　

山
内　

俊
子　
ロ
ー
ゼ
ン
フ
ェル
ド
朋
子

　

’23
貞
香
会
総
合
書
展
が
、１
月
20

日
か
ら
26
日
ま
で
、東
京
都
美
術
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

出
品
は
、第 

一 

部
役
員
80
点
、第
二

部
書
範
展
師
範
部
14
点
、 

一 

般
部
114

点
、教
育
部
283
点
、半
紙
部
114
点
の
総

計
605
点
。

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
授
賞

式
や
席
上
揮
毫
な
ど
の
イ
ベン
ト
は
中

止
と
な
っ
た
が
、展
示
会
場
が
広
く

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、会
期
中
の
入
場

者
総
数
は
千
人
を
超
え
、会
場
は
活

気
が
あ
ふ
れ
た
。

　

出
品
さ
れ
た
お
子
さ
ん
と 

一 

緒
に

家
族
み
ん
な
で
作
品
を
楽
し
く
鑑
賞

し
て
い
る
光
景
は
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状

況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
な
明
る
い
印

象
を
受
け
た
展
覧
会
で
あ
っ
た
。

貞
香
会
総
合
書
展 

書
範
展
師
範
部
︵
優
秀
作
品
︶

′23

 

貞
香
会
総
合
書
展

′23

会
場
風
景



― 6 ―

  

浪

川

素

光

特

選

原

　

美

鈴

牛

村
ひ

ろ

み

田
　

眞

理

専

心
社

賞

賈

　
　

宇

彤

浅

野
　

照

雄

佐

藤
　

信

子

書

範
社

賞

福

田
香

朱

美

星

野
　

玲

香

奈

良
田

圭

亮

貞
香
会
奨
励
賞

一
般
部

曽

根

濤

青

仲

井

月

影

清

水

秀

峰

宮

田

寛

子

髙

安

霞

芳

大

木

珠

芳

田

杭

敬

心

厚

木

正

巳

松

田

庄

平

髙

橋
英

美

子

邊

見

珠

鳳

長

畑

裕

子

岡

　

聖

紅

五

喜
田

幽

石

貞
香
会
会
長
賞

師
範
部

金

井
　

美

沙

瀧

澤
　

理

子

秀

作

内

山

富

美

滋

野

綾

菜

谷

田

美

桜

篠

﨑
　

夢

奈

海

老
原

耶

々

渡

邊

智

香

渡

邊

彩

華

芳

田

晏

奈

中

里

　

葵

鈴

木

梅

香

佐

藤

穂

徑

山

本

弓

絵

山

﨑

明

美

小

島

美

子

吉

澤

春

美

山

﨑

百

華

深

澤

幸

僊

長

田

晴

海

中

村

玲

香

久

保

龍

鳳

向

後

翠

風

北

畠

妃

恵

加

茂
田

真

緒

萩

原
　

柊

花

準

特
選

押

山

優

菜

荒

井

良

雄

田

尾
紗

奈

江

村

山

順

子

広

田

瑣

葉

市

村

星

華

髙

野

　

創

根

本

啓

子

宇

敷
　

優

花

藤

池
　

英

華

入

選

南

城
　

秀

子

大

塚
可

南

子

浅

井

美

海

梅

澤

恵

子

加

瀬

郁

実
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中

恵

理

中

村

仁

秋

中

村

岳

陽

森

　

素

琇

髙

木

唯

華

飯

島
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子

朋

子

上

野

優

羽

泉

田

絢

音
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名

美

緒
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上

智

子

水
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涼

華
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彩
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地

孝

男
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内
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子

石
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佳
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芽

国

貞

史
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米
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聖

鈴
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河
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濱
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梨
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川

美
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本

千

尋
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励
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菅

野

伶

美
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﨑

蒼

空
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嶋

千

恵

北

原
菜

々
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葉
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本
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琴
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鈴
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知

　

櫂

照

内

結
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石

井
和

香

芭

村

田
　

莉

瑛

森

田
　

航

宇

中

野
　

優

音

大
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蒼

馬

特

　
選

向

後

実

香

渡
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乃

鮎
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芽

依

澤

野
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理

緒

ラ
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ラ

若

梅

陽
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金
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柚
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美

礼

海
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澤
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亜

山

田
美

咲
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久
間

莉

乃

木

内
　

実

里

長

　
　

里

桜

可

知
　

来

生

青

柳
ひ

よ

り

伊

澤

　

駿

稲

見

星

空

小

野

彩

結

小

林

莉

子

秋

山

桜

典

荒

木

　

理

筒

井

砂

羽

清

水

澪

音

生

田
目
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木
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原
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仁
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司
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岡
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萌

唯

加

藤

生
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泰

喜
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遥

香

澤
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美

乃

里

山

田

美

海

山

田

朔

矢

米

川

真

央

櫻

井

実
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向

後
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依

木
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月

大

森

花

琉
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ら
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里
　

　

遥

香
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澤
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優

古

口

歩

佳

小
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﨑
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友
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蒼

宮

島

優

奈

栗

城

弥

侑

近

藤

美

桜

鈴

木

楓

乃

栗

栖

拓

人

佳

作

森

　

愛

咲

椎

橋
　

　

翼

加

藤
　

颯

人

山

木
　

　

暁

上

之
段

希

優

小

林

紗

桜

檜

山

直

志

服

部
ひ

か

り

片

野

　

成

加

地
和

月

真

上

之
段

宏

優

吉

成

陽

太

瀧

﨑

丈

翔

北

原
萌

々

子

小

山

綾

音

筒

井

祐

羽

高

橋

健

人

黒

澤

駿

介

伊

藤

愛

菜

関

　
慎

太

朗

大

石

希

愛

林

　

琉

聖

遠

藤

心

絆

ロ
ー
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ド

ジ
ョ
ン
ソ
ン

ジ
ョ
ン
ソ
ン

　  

オ
ー
レ
ン

 

貞
香
会
総
合
書
展  

受
賞
者

′23
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２
０
２
２
年
度
、各
書
展
に
お
い
て
輝
か
し
い
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
よ
る

選
抜
大
作
展
を
併
催
し
た
。

　〔
出
品
者
〕

　
　

上
野　

泰
僊 

（
第
73
回
毎
日
書
道
展　

漢
字
Ⅰ
類 

毎
日
賞
）

　
　

浦
野　

西
萌 

（
第
56
回
貞
香
書
展 

特
別
賞・審
査
会
員
推
挙
）

　
　

日
向
野
光
苑 

（
第
56
回
貞
香
書
展 

特
別
賞・審
査
会
員
推
挙
）

浦
野
西
萌
先
生

日
向
野
光
苑
先
生

８尺×２尺×４

上
野
泰
僊
先
生

８尺×２尺×４

８尺×２尺×2

 

貞
香
会
総
合
書
展
　
選
抜
大
作
展

′23
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第
１
部
（
漢
字
部
）
審
査
員　
　

飯　

野　

彩　

心

　

東
方
書
展
は
、
読
売
書
法
会
・
毎
日
書
道
会
・
産
経
国
際
書
会
に
所
属
す
る
書

道
団
体
お
よ
び
個
人
が
参
画
す
る
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
書
道
展
で
、
本
年
は
コ
ロ
ナ

禍
が
少
し
ず
つ
収
ま
り
つ
つ
あ
る
中
、
64
回
展
が
開
催
さ
れ
た
。
出
品
点
数
は
、
同

人
296
点
、
準
同
人
115
点
、一 
般
公
募
240
点
、
昨
年
よ
り
24
点
減
の
総
数
651
点
で
あ
っ
た
。

　

特
別
賞
・
同
人
推
挙
選
考
に
中
村
素
岳
先
生
・
赤
平
泰
処
先
生
・
中
村
青
藍
先
生
、

公
募
第
１
部
審
査
に
後
上
菁
華
先
生
・
飯
野
彩
心
、
公
募
第
３
部
に
石
原
翠
山
先
生
、

公
募
第
４
部
に
山
根
紅
樹
先
生
が
審
査
を
担
当
し
た
。

　

当
会
で
は
、
同
人
推
挙
に
近
藤
朗
詠
さ
ん
、
推
薦
に
矢
口
昌
華
さ
ん
、
特
選
に
浦

野
西
萌
さ
ん
、
根
布
谷
翠
紅
さ
ん
、
褒
状
に
青
木
香
蕗
さ
ん
、
北
村
亭
弘
さ
ん
、

中
島
翠
音
さ
ん
が
入
賞
し
、
入
選
さ
れ
た
皆
様
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

筆
者
担
当
の
公
募
第
１
部
審
査
に
つ
い
て
、
若
干
の
所
感
を
申
し
上
げ
ま
す
。
公

募
出
品
点
数
240
点
の
う
ち
漢
字
部
作
品
は
80
点
、
入
賞
率
は
約
30
％
で
し
た
。
ま

ず 

一 

次
審
査
で
鑑
別
が
行
わ
れ
、
入
賞
候
補
が
選
出
さ
れ
る
。
続
い
て
投
票
に
よ
る

入
賞
審
査
。
入
賞
作
品
は
３
行
の
行
草
や
隷
書
作
品
が
多
か
っ
た
が
、
リ
ズ
ム
よ
く

流
れ
の
あ
る
作
品
が
評
価
を
受
け
た
。
次
回
展
は
、
更
に
線
を
熟
練
さ
せ
て
、
全
体

的
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
作
品
を
目
指
し
、
早
く
か
ら
書
き
込
み
作
品
を
ま
と
め
ら
れ

る
と
良
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

先
日
、Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
日
本
が
世
界 

一 

に
輝
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
の
プ
ロ
野
球
選

手
達
が
日
本
を
越
え
て
、
メ
ジ
ャ
リ
ー
グ
で
世
界
中
の
レ
ベ
ル
の
高
い
選
手
達
と
競
い
、

相
当
の
実
力
を
つ
け
た
こ
と
が
大
き
な
勝
因
の 

一 

つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

中
村
素
堂
先
生
は
、
書
道
も
対
外
試
合
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
貞
香
会
の
み
な
ら
ず
大
き
な
書
道
展
の
舞

台
で
研
鑽
を
重
ね
ら
れ
、
更
な
る
ご
活
躍
と
ご
健
筆
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

同
人
推
挙　
　

近
藤
　
朗
詠

 　
第
一
部 

推
薦　
　

矢
口
　
昌
華

◎
第
64
回
東
方
書
展
　
入
賞
者

　
同
人
推
挙　
　
　

近
藤　

朗
詠

　

第
一
部  

推
薦　

  

矢
口　

昌
華

　
　
　
　

 

特
選　

  

浦
野　

西
萌　
　

根
布
谷
翠
紅

　
　
　
　

 

褒
状　

  

青
木　

香
蕗　
　

北
村　

亭
弘　
　

中
島　

翠
音

◎
昇
格
者

　

第
64
回
東
方
書
展
受
賞
に
伴
い
、
東
方
書
道
院
の
規
定
に
お
い
て
、

　

次
回
展
よ
り
昇
格
に
な
り
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
�
同
　
人
�　

近
藤　

朗
詠

　
�
準
同
人
�　

矢
口　

昌
華　
　

浦
野　

西
萌

第
64
回
東
方
書
展
︵
審
査
所
感
︶

第
64
回
東
方
書
展
︵
優
秀
作
品
︶

会
期 

３
月
25
日
（
土
）
〜
31
日
（
日
）

会
場 

東 

京 

都 

美 

術 

館

運
筆
の
技
と
墨
量
の
変
化
が
適
度
に
調
和
し
た
作
。
こ
れ
か
ら
は
、
古
典
の

学
習
を
通
し
て
多
彩
で
豊
か
な
表
現
の
作
を
。 　
　
　
　
　

   

（
会
長
評
）

推
薦
は
立
派
。
真
の
実
力
を
つ
け
る
に
は
、
目
を
耕
し
、
引
き
締
ま
っ
た
、

強
い
造
形
で
書
き
込
む
こ
と
で
す
。  　
　
　
　
　
　
　

        

（
会
長
評
）
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３
月
25
日
（
土
）
11
時
過
ぎ
よ
り
、
展
示
場
内
に
て
受
賞
作
品
解
説
が
開
催

さ
れ
た
。
尾
崎
學
先
生
が
漢
字
部
を
解
説
さ
れ
、
作
品
作
り
に
何
よ
り
大
切
な
の

は
気
持
ち
豊
か
に
楽
し
く
書
く
こ
と
だ
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
の
ト
ー
ク
に
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
引
き
込
ま
れ
た
。
受
賞

し
た
近
藤
朗
詠
さ
ん
の
作
品
に
つ

い
て
「
ゆ
っ
く
り
筆
を
進
め
、 一 

行
そ
し
て
二
行
目
上
に
重
き
を

置
き
、
そ
こ
か
ら
下
に
流
す
行

草
の
基
本
を
捉
え
、
名
前
の
よ

う
に
朗
ら
か
な
作
品
」
と
近
藤

さ
ん
を
笑
顔
で
賞
賛
し
、
会
場

は
祝
福
の
拍
手
で
溢
れ
て
い
た
。

◎
席
上
揮
毫

◎﹁
同
人
推
挙
﹂
受
賞
作
品
解
説

　

３
月
25
日
（
土
）
14
時
よ
り
、
展
示

場
内
に
て
選
抜
６
名
の
先
生
方
に
よ
る
席

上
揮
毫
が
行
わ
れ
、
貞
香
会
よ
り
光
谷

素
仙
理
事
長
が
披
露
さ
れ
た
。
光
谷
先

生
は
挨
拶
に
先
立
ち
「
今
回
使
用
す
る
の

は
和
墨
で
、
雲
と
竜
の
よ
う
に
生
き
生
き

と
し
た
作
品
を
表
現
し
た
い
」と
述
べ
ら
れ
、

行
草
に
て
「
游
雲
驚
竜
」
の
４
文
字
を
力

強
く
揮
毫
さ
れ
た
。
先
生
方
の
そ
れ
ぞ
れ

見
事
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
歓
声
と
拍
手
が

会
場
に
鳴
り
響
い
た
。

◎
授
賞
式
・
懇
親
会

◎
企
画
展
示
解
説
と
選
抜
展
作
品
解
説

　

３
月
26
日（
日
）11
時
よ
り
、東
京
都
美
術
館
講
堂
に
て
授
賞
式
が
開
催
さ
れ
た
。

授
賞
式
後
に
貞
香
会
受
賞
者
の
記
念
撮
影
を
行
い
、
喜
び
に
満
ち
た
笑
顔
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。
同
日
の
17
時
よ
り
、
美
術
館
内
レ
ス
ト
ラ
ン
『
ミ
ュ
ー
ズ
』
に
て

懇
親
会
が
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
、
受
賞
者
を
祝
福
し
た
。

　

３
月
26
日
（
日
）
14
時
よ
り
、
展
示
会
場
に
て
企
画
展
示
と
選
抜
展
の
作
品

解
説
が
行
わ
れ
た
。
企
画
展
示
は
、
中
国
の
明
清
代
書
家
の
扇
面
作
品
が
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
に
陳
列
さ
れ
、
所
蔵
者
の
谷
村
雋
堂
先
生
（
東
方
書
道
院
理
事
）
に
よ
る

作
品
解
説
が
あ
っ
た
。

　

選
抜
展
で
は
、
光
谷
素
仙
先

生
が
自
身
の
作
品
に
つ
い
て
、
岑

参
の
詩
が
好
き
で
今
回
も
作
品
の

題
材
に
選
び
、
ま
た
強
い
横
画
を

心
掛
け
、
使
用
し
た
墨
・
紙
・

筆
な
ど
の
解
説
を
さ
れ
た
。

第
64
回
東
方
書
展
　
︽
ダ
イ
ジ
�
ス
ト
︾

作
品
の
前
で
受
賞
し
た
近
藤
朗
詠
さ
ん

席上揮毫の光谷素仙先生

席上揮毫の光谷素仙先生

貞香会受賞者のみなさん

懇親会で挨拶される赤平泰処先生
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東
方
書
道
院
理
事
11
名
と
今
年
度
選
抜

さ
れ
た
６
名
の
先
生
方
が
大
作
作
品
を
発

表
さ
れ
た
。

　

貞
香
会
よ
り
赤
平
泰
処
先
生
、中
村
青

藍
先
生
、光
谷
素
仙
先
生
が
出
品
さ
れ
た
。

◎
企
画
展
示
﹁
東
方
書
道
院
選
抜
展
﹂

第
64
回
東
方
書
展
　
︽
ダ
イ
ジ
�
ス
ト
︾

中
村
青
藍
先
生

６尺×３尺×４

光
谷
素
仙
先
生

赤
平
泰
処
先
生

10尺×２尺×６

８尺×２尺×６
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こ
れ
か
ら
の
貞
香
会
を
会
員
、委
嘱
の
作
品
を
楽
し
み
に
拝
見
致
し
ま
し
た
。審

査
員
三
名
の
挙
手
を
も
っ
て
決
定
し
ま
す
が
、残
念
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
作
品
は
選

定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
別
賞
の
二
人
の
作
品
は
線
質
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、い
い
呼
吸
感
で
無
難
に
ま
と

め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。今
後
ど
の
よ
う
に
作
品
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
か 

一 

層
勉
強

を
続
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

推
薦
の
行
草
作
品
は
幅
三
尺
を
利
用
し
て
横
へ
の
動
き
も
あ
り
な
が
ら
行
間
を
取

り
、か
な
の
臨
書
作
品
は
こ
れ
だ
け
の
量
を
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
大
変
な
努
力
に

感
服
致
し
ま
し
た
。

　
全
体
を
見
て
残
念
に
思
っ
た
こ
と
は
、作
品
と
し
て
訴
え
る
力
が
不
足
し
て
い
る

よ
う
で
す
。ど
の
よ
う
な
作
品
を
書
き
た
い
の
か
、意
図
す
る
と
こ
ろ
が
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
の
で
す
。次
に
気
脈
が
貫
通
し
て
い
な
い
作
品
も
多
く
、作
品
に
対
す
る
執

心
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。大
切
な
の
は
常
日
頃
の
勉
強
で
臨
書
が
基
本
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
他
人
の
技
術
を
勉
強
す
る
の
に
は
、い
ろ
い

ろ
な
展
覧
会
を
見
学
し
て
み
る
こ
と
で
す
。自
分
が
書
い
て
み
た
い
と
思
う
作
品
を

探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　（
後
半
は
先
師「
書
作
への
道
」よ
り
の
引
用
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
）

◎
特
別
賞
・
推
薦
　
審
査
講
評

第
57
回 

貞
香
書
展

会
期　

６
月
28
日
（
水
）
〜
７
月
10
日
（
月
）

会
場　

国 

立 

新 

美 

術 

館荒 

木 

大 

樹

荒
木
大
樹
先
生

第
57
回
貞
香
書
展
︵
優
秀
作
品
︶

第
57
回
貞
香
書
展
受
賞
者

特
別
賞
・
審
査
会
員
推
挙
　
　
鈴
木
芳
草

特
別
賞
・
審
査
会
員
推
挙
　
　
山
崎
香
彩

■
特
別
賞
・
審
査
会
員
推
挙
　
　
鈴
木
　
芳
草
　
　
山
崎
　
香
彩

■
推
　
薦
・
会
員
推
挙
　
　
　
　
今
井
　
文
子
　
　
峯
岸
　
妙
觀

■
公
募
１
部

　
特
　
選
　
　
　
　
原
　
　
美
鈴
　
　
奥
備
　
　
愛
　
　
佐
藤
　
穂
徑
　
　
塩
濱
　
花
菜

　
準
特
選
　
　
　
　
浅
野
　
照
雄
　
　
小
山
真
裕
美
　
　
中
村
　
泰
子
　
　
村
山
　
順
子

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
邊
　
智
香
　
　
小
山
　
綾
香
　
　
上
野
　
優
羽
　
　
奈
良
田
圭
亮

　
秀
　
作
　
　
　
　
岡
　
　
聖
紅
　
　
海
老
原
耶
々
　
　
伊
藤
ゆ
う
か
　
　
滋
野
　
綾
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
星
野
　
玲
香
　
　
大
木
　
珠
芳
　
　
内
山
　
富
美
　
　
谷
田
貝
美
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
　
瑣
葉
　
　
松
野
　
澄
水
　
　
福
田
香
朱
美
　
　
吉
村
　
幸
子

　
　
　
　
　
　
　
　
田
杭
　
敬
心
　
　
豊
田
　
瑞
空
　
　
大
嶋
　
　
碧
　
　
大
河
内
秀
丸

　

高
校
生
奨
励
賞
　
伊
澤
　
　
凛
　
　
上
野
　
心
優
　
　
泉
田
　
絢
音
　
　
大
塚
可
南
子

　
　
　
　
　
　
　
　
篠
﨑
　
夢
奈
　
　
松
本
　
千
尋
　
　
古
口
　
歩
佳

■
公
募
２
部

　
特
　
選
　
　
　
　
山
中
　
恵
理
　
　
山
内
　
俊
子
　
　
遠
藤
真
佐
美

　
準
特
選
　
　
　
　
市
村
　
星
華
　
　
⻆
田
　
眞
理
　
　
川
口
　
杏
苑
　
　
萩
原
　
　
柊

　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
和
彦
　
　
池
上
　
智
子

　
秀
　
作
　
　
　
　
髙
橋
英
美
子
　
　
瀧
澤
　
理
子
　
　
芳
田
　
晏
奈
　
　
山
内
　
　
開

　
　
　
　
　
　
　
　
梅
澤
　
恵
子
　
　
吉
岡
　
紀
子
　
　
井
上
か
れ
ん
　
　
齋
藤
　
節
子

　
　
　
　
　
　
　
　
戸
﨑
　
勝
彦
　
　
中
村
　
玲
香
　
　
ロ
ー
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ド
朋
子

　

高
校
生
奨
励
賞
　
石
井
佳
奈
芽
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第
57
回
貞
香
書
展
特
別
展
示
と
し
て
、

中
村
素
堂
先
生
の
代
表
作
の 

一 

つ
で
あ

る
「
認
驢
作
馬
」（
永
井
静
軒
理
事
所

蔵
）
が
展
示
さ
れ
た
。

　

７
月
１
日
（
土
）
14
時
よ
り
展
示
場

に
て
、
荒
木
大
樹
顧
問
に
よ
る
素
堂
先

生
の
遺
墨
作
品
の
解
説
が
行
わ
れ
た
。

荒
木
先
生
が
事
前
に
用
意
さ
れ
た
資
料

に
よ
り
、「
四
文
字
大
小
の
大
胆
さ
、

潤
滑
と
多
い
渇
筆
の
変
化
、
全
紙
二
枚

に
対
し
気
脈
の
貫
通
、
本
文
と
落
款
・

印
の
位
置
の
バ
ラ
ン
ス
」
な
ど
と
いっ
た
作

品
の
見
ど
こ
ろ
を
、
丁
寧
に
解
説
さ
れ
た
。

素
堂
先
生
の
作
品
を
な
つ
か
し
む
方
、

見
事
な
筆
遣
い
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
方

な
ど
、
素
堂
先
生
の
作
品
は
多
く
の
人

を
魅
了
し
た
。

　

７
月
１
日
（
土
）、
中
村
素
堂
先
生
の
遺
墨

作
品
解
説
の
あ
と
、
引
き
続
き
荒
木
大
樹
顧

問
に
よ
る
受
賞
者
の
作
品
解
説
が
行
わ
れ
た
。

　

大
勢
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
集
ま
り
、
ま
ず
「
特

別
賞
・
審
査
会
員
推
挙
」
を
受
賞
し
た
鈴
木

芳
草
さ
ん
、
山
崎
香
彩
さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て

「
気
迫
に
満
ち
、
線
が
紙
に
く
い
込
ん
で
い
て
、

行
間
の
美
し
い
作
品
だ
」
と
講
評
を
さ
れ
、
受

賞
に
至
っ
た
経
緯
を
解
説
さ
れ
た
。ま
た
、
参

加
し
た
受
賞
者
と
質
疑
応
答
を
交
え
な
が
ら

ト
ー
ク
が
は
ず
み
、１
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
た
。

◎
特
別
展
示
：
中
村
素
堂
先
生
遺
墨
展

◎
ギ
�
ラ
リ
�
ト
�
ク

第
57
回
貞
香
書
展
　
︽
ダ
イ
ジ
�
ス
ト
︾

受賞者の作品解説を行う荒木大樹先生

◎
役
員
小
品
展
併
催

　

本
年
は
、
顧
問
・
参
与
・
参
事
の

先
生
方
の
小
作
品
が
、
展
示
休
憩
室

に
飾
ら
れ
た
。
篆
書
、
隷
書
、
仮
名

な
ど
多
彩
な
作
品
は
、
墨
の
濃
淡
や

料
紙
な
ど
の
工
夫
が
施
さ
れ
、
色
と

り
ど
り
の
額
に
展
示
さ
れ
、
来
場
者

の
眼
を
楽
し
ま
せ
た
。

◎
中
村
素
堂
先
生
と
植
物
学
者 

牧
野
富
太
郎
博
士
の
話

　

二
〇
二
三
年
春
か
ら
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
ら
ん
ま
ん
』
を
ご
覧
に

な
っ
た
だ
ろ
う
か
。
主
人
公
の
モ
デ
ル
は
、
高
知
市
出
身
の
植
物
学
者
で
「
日
本
の
植
物

学
の
父
」
と
い
わ
れ
る
牧
野
富
太
郎
博
士
で
あ
る
。
愛
す
る
植
物
の
た
め
に
一
途
に
情
熱

的
に
突
き
進
ん
だ
博
士
の
波
乱
万
丈
の
生
涯
を
描
い
た
ド
ラ
マ
だ
。
中
村
素
堂
先
生
も
蘭

や
高
山
植
物
を
愛
培
す
る
ほ
ど
の
植
物
好
き
で
、
牧
野
博
士
と
交
流
が
あ
っ
た
。
東
京
銀

座 

千
疋
屋
の
ご
主
人
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
牧
野
博
士
を
囲
む
東
京
山
草
会
の
会
員

と
な
り
、
毎
月
研
究
会
に
も
出
席
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
素
堂
先
生
の
ご
子
息
が
入
学
試

験
用
に
立
ち
寄
っ
た
「
マ
キ
ノ
写
真
館
」
が
牧
野
博
士
の
ご
長
男
が
経
営
し
て
い
た
写
真

館
で
あ
り
、
同
じ
練
馬
の
地
に
住
ま
わ
れ
て
い
た
の
も
何
か
深
い
ご
縁
が
あ
っ
た
。
素
堂

先
生
は
書
や
歌
の
知
見
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
精
通
し
、
研
究
者
や
文
人
墨
客

と
の
幅
広
い
交
友
を
深
め
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。

　

※

詳
細
は
『
筆
間
雑
記
』
中
村
素
堂
随
筆
集(

昭
和
六
十
三
年
刊)

掲
載
を
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

遺
墨　

中
村
素
堂
先
生

役員小作品展
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７
月
１
日
（
土
）
11
時
よ
り
、
美
術
館
講
堂
に

て
授
賞
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
赤
平
泰
処
会
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
光
谷
素
仙
理
事
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
審
査
講
評
、
激
励
の
言
葉
が
お
く
ら
れ
、
賞
状

が
授
与
さ
れ
た
。

壇
上
で
記
念
撮
影
を
行
な
い
、
受
賞
者
の
方
々
の
笑

顔
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

◎
懇
親
会

　

７
月
１
日
（
土
）
18
時
よ
り
、
銀
座
サ
ン
ミ
高

松
本
店
に
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
司
会
者
よ
り

出
席
し
た
受
賞
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
皆
さ
ん

が
う
れ
し
そ
う
に
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
す
る
と
、
祝
福

の
拍
手
が
沸
い
た
。
恒
例
の
抽
選
会
で
は
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

◎
授
賞
式

◎
席
上
揮
毫

◎
昇
格
者

第
57
回
貞
香
書
展
　
︽
ダ
イ
ジ
�
ス
ト
︾

　

７
月
７
日
（
金
）
14
時
よ
り
、
美
術
館
講
堂
に
て
、
松
本
宜
響
参
与
・
永

井
静
軒
理
事
・
加
地
香
泉
理
事
に
よ
る
席
上
揮
毫
が
行
わ
れ
た
。
先
生
方
の

見
事
な
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
、
揮
毫
後
の
作
品
制
作
の
意
図
や
秘
話
は
、

大
勢
の
観
覧
者
を
惹
き
つ
け
好
評
を
博
し
た
。

受賞者挨拶の様子

◎
講
演
会

　

７
月
７
日
（
金
）
11
時
よ
り
、
美
術
館
講
堂
に
て
、

特
別
講
演
会
を
開
催
し
た
。
講
師
に
小
川
博
章
先

生
（
淑
徳
大
学
人
文
学
部
教
授
）
を
お
招
き
し
、

演
題
の「
全
形
拓
本
の
様
相
」に
つい
て
ご
講
演
を
賜
っ

た
。
全
形
拓
と
は
、
文
字
だ
け
で
な
く
器
形
を
立

体
的
に
採
拓
し
た
も
の
で
、
貴
重
な
資
料
も
た
く
さ

ん
お
持
ち
い
た
だ
き
、
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
変
有
意
義
な
講
演
会
で
あ
っ
た
。

講演会の様子

松本宜響先生

永井静軒先生

加地香泉先生

第
57
回
貞
香
書
展
受
賞
に
伴
い
、
本
会
の
規
定
に
お
い
て
次
回
展
よ
り
次
の
方
が
昇
格

に
な
り
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

審
査
会
員　
　

鈴
木　

芳
草　
　

山
崎　

香
彩 

会
　
　
員　
　

今
井　

文
子　
　

峯
岸　

妙
觀

委
　
　
嘱　
　

浅
野　

照
雄　
　

岡　
　

聖
紅　
　

奥
備　
　

愛　
　

佐
藤　

穂
徑

　
　
　
　
　
　

奈
良
田
有
亮　
　

塩
濱　

花
菜　
　

村
山　

順
子

会
　
　
友　
　

荒
井　

翔
雲　
　

市
村　

星
華　
　

内
山　

富
美　
　

大
河
内
秀
丸

　
　
　
　
　
　

小
山　

綾
香　
　

滋
野　

彩
菜　
　

髙
木　

春
嶺　
　

高
安　

霞
芳　

  
　
　
　
　
　
　

瀧
澤　

理
子　
　

仲
野　

好
重　
　

奈
良
田
圭
亮　
　

根
本　

悠
彩　

  

　
　
　
　
　
　

萩
原　

柊
花　
　

福
田
香
朱
美　
　

水
須　

涼
華　
　

宮
田　

霞
鳳　

  

　
　
　
　
　
　

山
内　

俊
子　
　

吉
岡　

紀
子　
　

芳
田　

晏
奈　
　

　
　
　
　
　
　

ロ
ー
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ド
朋
子　
　
　
　

渡
辺　

陽
奈
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審
査
報
告

第
74
回 

毎
日
書
道
展

第
74
回
毎
日
書
道
展
　
受
賞
者
・
入
選
者
一
覧

７
月
12
日
（
水
）
〜
８
月
６
日
（
日
）

於
・
国
立
新
美
術
館
・
東
京
都
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漢
字
部
Ⅰ
類　

当
番
審
査
員　
　

根　

本　

泰　

邱

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
三
年
間
ほ
ど
受
け
て
い
た
毎
日
書
道
展
、

本
年
度
は
、
表
彰
式
後
の
全
体
祝
賀
会
が
実
施
さ
れ
な
い
以
外
は
、
大
体
コ
ロ
ナ
以

前
の
状
態
に
戻
っ
た
形
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
漢
字
部
出
品
数
は
、公
募
Ⅰ
類
二
八 

一 

一（
五 

一 

）、Ⅱ
類
四
五 

一 

二
（
三

九
）、
会
友
Ⅰ
類 

一 

四 

一 

一（
三
四
）、Ⅱ
類
九
八
〇（
五
）、Ｕ
23
Ⅰ
類
三 

一 

七
（
二
〇
）、

Ⅱ
類
四
九
八
（
八
）
で
し
た
。
漢
字
部
全
体
で 

一 

〇
二
作
品
の
出
品
減
で
し
た
。

※

（　

）
内
の
数
値
は
貞
香
会
関
係
の
出
品
数
で
す
。
本
年
度
は
、
昨
年
よ
り
四
作

品
減
の 

一 

二
九
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
五
月
の
鑑
別
審
査…
公
募
作
品
を
入
選
、
落
選
に

選
別
す
る
マ
ク
リ
（
表
装
な
し
）
で
行
う
審
査
、
六
月
の
入
賞
審
査…

入
選
し
た
公

募
作
品
の
内
、
特
に
優
秀
な
作
品
と
会
友
作
品
の
中
か
ら
入
賞
作
品
を
決
め
る
額

装
（
ア
ク
リ
ル
な
し
）
で
行
う
審
査
と
、
二
段
階
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 一 

ラ
ウ

ン
ド
二
〇
分
で
二
五
〇
ほ
ど
の
作
品
を
審
査
し
ま
す
。
貞
香
会
関
係
の
作
品
は
、
一 

ラ
ウ
ン
ド
に
四
〜
五
作
品
。
集
中
力
を
継
続
す
る
の
は
想
像
以
上
に
大
変
な
こ
と
で

し
た
。

　

さ
て
、
一 

作
品
の
評
価
が
五
秒
に
満
た
な
い
時
間
で
下
さ
れ
て
い
く
中
で
、
貞
香
会

関
係
の
作
品
の
審
査
結
果
は
、
残
念
な
が
ら
芳
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

良
い
評
価
が
得
ら
れ
て
い
る
作
品
は
、「
墨
量
が
あ
り
、
白
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

美
し
い
作
品
」「
充
分
な
書
き
込
み
に
よ
り
、よ
ど
み
の
な
い
運
筆
で
書
か
れ
た
作
品
」

で
あ
り
ま
し
た
。

　

貞
香
会
で
は
、
練
成
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員
相
互
、
研
鑽
を
重
ね
て
次

回
展
に
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

︻
受
賞
者
︼

　
漢
字
部
Ⅰ
類

　
　
毎
日
賞　
　
　

岩
崎　

芳
穂

　
　
秀
作
賞　
　
　

江
藤　

静
蘭　
　

平
澤　

大
廣　
　

横
張　

瑞
泉

　
　
佳
作
賞　
　
　

倉
石　

芳
園　
　

浜
瀬　

碧
水　
　

光
田　

秀
穂　

　
　
Ｕ
23
奨
励
賞　

奥
備　
　

愛

　
漢
字
部
Ⅱ
類

　
　
佳
作
賞
　　
　

亀
和
田
郁
芳

︻
入
選
者
︼

　
　
会
友 

漢
字
部
Ⅰ
類

　
　
　
　
　

石
原　

翠
山　
　

海
野　

杏
徑　
　

江
原　

覺
堂　
　

大
石　

碧
堂

　
　
　
　
　

大
島　

翠
玲　
　

小
澤　

茜
逕　
　

北
井　

杏
怜　
　

下
川　

翠
雨

　
　
　
　
　

鈴
木　

芳
草　
　

鈴
木　

玲
香　
　

髙
木　

素
近　
　

髙
橋　

桂
秈

　
　
　
　
　

髙
橋　

柳
瑛　
　

武
内　

陽
華　
　

冨
田　

希　
　
　

中
田　

翠
苑

　
　
　
　
　

永
井　

静
軒　
　

長
尾　

貫
清　
　

林　
　

澄
翠　
　

樋
口　

泰
仙

　
　
　
　
　

二
木　

秀
蔭　
　

保
坂　

登
志　
　

細
田　

香
瑤　
　

矢
口　

昌
華

　
　
　
　
　

山
崎　

香
彩　
　

渡
辺　

蒼
秀　
　

渡
辺　

蘇
心　
　

渡
邉　

萌
苑

　
　

会
友 

漢
字
部
Ⅱ
類

　
　
　
　
　

市
川　

賀
雪　
　

稲
田　

珪
堂　
　

清
水　

天
悠　
　

和
田　

芳
華

　
　

会
友
公
募 

漢
字
部
Ⅱ
類

　
　
　
　
　

小
澤　

茜
逕　
　

鈴
木　

芳
草　
　

鈴
木　

玲
香　
　

武
内　

陽
華

　
　
　
　
　

中
田　

翠
苑　
　

樋
口　

泰
仙　
　

平
澤　

大
廣　

　
　

公
募 

漢
字
部
Ⅰ
類

　
　
　
　
　

青
木　

香
蕗　
　

浅
野　

照
雄　
　

荒
井　

翔
雲　
　

池
ケ
谷
慧
香

　
　
　
　
　

伊
藤
ゆ
う
か　
　

上
坂　

木
蘭　
　

浦
野　

西
萌　
　

岡　
　

聖
紅

　
　
　
　
　

金
子
多
恵
子　
　

草
間　

篁
山　
　

小
山　

綾
香　
　

近
藤　

朗
詠

　
　
　
　
　

佐
藤　

穂
徑　
　

関
根　

熈
雲　
　

高
木　

春
嶺　
　

田
口　

和
美

　
　
　
　
　

田
辺　

由
美　
　

壺
井　

翠
櫻　
　

中
島　

翠
音　
　

中
東　

敬
子

　
　
　
　
　

長
瀬　

亮
一　
　

長
畑　

裕
子 

　

根
布
谷
翠
紅　
　

福
田　

柳
嵠

　
　
　
　
　

邊
見　

珠
鳳　
　

星
野　

玲
香　
　

松
下　

彩
虹　
　

峯
岸　

妙
觀

　
　
　
　
　

村
山　

順
子　
　

森　
　

梅
蓉　
　

湯
川　

桃
彩

　
　

公
募 

漢
字
部
Ⅱ
類

　
　
　
　
　

塩
野　

洋
子　
　

鈴
木　

英
男

　
　

Ｕ
23
漢
字
部
Ⅰ
類

　
　
　
　
　

上
野　

心
優　
　

賈　
　

宇
彤　
　

海
老
原
耶
　々
　

北
畠　

妃
恵

　
　
　
　
　

塩
濱　

花
菜　
　

滋
野　

綾
菜　
　

奈
良
田
圭
亮　
　

奈
良
田
有
亮

　
　
　
　
　

福
田
香
朱
美　
　

渡
邊　

陽
奈
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２
０
２
３
年
７
月
23
日
（
日
）
午
後
１

時
よ
り
、
第
74
回
毎
日
書
道
展
の
表
彰
式

が
ザ
・
プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京
に
て

執
り
行
わ
れ
た
。
全
て
の
受
賞
者
が
参
列

で
き
る
表
彰
式
と
し
て
は
、
４
年
ぶ
り
と

な
る
。
ま
た
、
ラ
イ
ブ
配
信
で
も
華
や
か

な
そ
の
模
様
が
映
し
出
さ
れ
た
。　
　

　

赤
平
泰
処
先
生
は
、
今
年
度
毎
日
書

道
展
の
審
査
部
長
を
務
め
、
表
彰
式
に
お

い
て
審
査
報
告
と
、
賞
状
授
与
の
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
と
し
て
、
壇
上
に
立
た
れ
た
。

　

授
賞
式
終
了
後
は
、
赤
平
泰
処
先
生
と
漢
字
部
Ⅰ
類
審
査
を
担
当
さ
れ
た
根
本

泰
邱
先
生
と
、
貞
香
会
受
賞
者
の
皆
さ
ん
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

来
年
は
、
第
75
回
記
念
の
毎
日
書
道
展

と
な
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
出
品
で
き

ま
す
。
皆
様
の
日
頃
研
鑽
さ
れ
た
作
品

を
ぜ
ひ
ご
発
表
く
だ
さ
い
。

◎
表
彰
式

◎
第
74
回
毎
日
書
道
展
役
員

第
74
回
毎
日
書
道
展
　
︽
ダ
イ
ジ
�
ス
ト
︾

受賞者のみなさん

毎日賞受賞の岩崎秀穂さん

理
事
・
審
査
部
長
：
赤
平 

泰
処　
　

参
与
会
員
：
中
村 

素
岳

漢
字
部
Ⅰ
類
当
番
審
査
員
：
根
本 

泰
邱

総
務
部
委
員
：
髙
橋 

珠
翠　

大
塚 

澄
心　

加
地 

香
泉　

今
井 

泰
篁　

川
島 

栖
園　

審
査
部
委
員
：
鈴
木 

蓮
徑

陳
列
部
委
員
：
根
本 

泰
邱（
副
部
長
）　

飯
野 

柳
秈

審
査
報
告
す
る
赤
平
先
生

漢
字
部
Ⅰ
類
当
番
審
査
員　

根
本
泰
邱
先
生

毎
日
書
道
展
参
与
会
員　

中
村
素
岳
先
生

毎
日
書
道
展
審
査
部
長　

赤
平
泰
処
先
生
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■
漢
字
部
Ⅰ
類

︹
毎
日
賞
︺　 

岩
崎
　
芳
穂

◎
昇
格
者

第
74
回
毎
日
書
道
展
受
賞
お
よ
び
毎
日
書
道
会
の
規
定
に

お
い
て
、
次
の
方
が
昇
格
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

[

会   

員]

　
亀
和
田
郁
芳 

[

会   

友]

　
近
藤
　
朗
詠

※

速
報

毎
日
書
道
会
の
理
事
会
に
お
い
て
、
次
の
方
の
昇
格
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

[

審
査
会
員]

　
奥
山 

泰
嶺

[

会    

　
員]

　
石
原 

翠
山

　

第
74
回 

毎
日
書
道
展 

︵
優
秀
作
品
︶

〔
秀
作
賞
〕　 

江
藤
　
静
蘭

〔
秀
作
賞
〕 　

平
澤
　
大
廣

〔
秀
作
賞
〕　 

横
張
　
瑞
泉

〔
佳
作
賞
〕　 

倉
石
　
芳
園

〔
佳
作
賞
〕  　

浜
瀬
　
碧
水

〔
Ｕ
23
奨
励
賞
〕　　

奥
備
　
　
愛

■
漢
字
部
Ⅱ
類

︹
佳
作
賞
︺　　

亀
和
田
　
郁
芳

〔
佳
作
賞
〕  　

光
田
　
秀
穂
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掲
載
散
歩

毎日新聞　2023 年 9月24日　広島・備後版掲載

２
０
２
３
年
度
、
毎
日
新
聞

な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

毎日新聞　2023 年 1月19日　木曜夕刊掲載

毎日新聞　2023 年 7月12日　掲載
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毎日書道　2023 年 7月22日　掲載
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麗
な
仮
名
の
作
品
な
ど
貴
重
な
素
堂
先
生
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
素

堂
先
生
は
い
つ
で
も
筆
と
硯
を
持
参
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
場
で
筆
を
執
り
出
し
書
か
れ

て
い
た
と
伺
っ
た
。

　

定
刻
と
な
り
、
今
井
泰
篁
理
事
の
進
行
で
洗
碑
会
が
始
ま
っ
た
。
赤
平
泰
処
会

長
の
挨
拶
で
「
毎
年
、
こ
の
中
村
先
生
の
如
是
我
聞
の
碑
を
見
る
と
、
気
持
ち
が
引

き
締
ま
り
、
ま
た
今
年
も

新
た
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
る
」
と
の
想
い
を

述
べ
ら
れ
、
続
い
て
代
表
者

に
よ
る
洗
碑
の
儀
式
に
入
っ

た
。
全
員
で
菩
薩
願
行
文
を

称
え
読
経
を
し
、
記
念
撮

影
を
行
い
、
無
事
に
閉
会
し

た
。

　

そ
の
後
し
ば
ら
く
参
加
者

は
、
緑
生
い
茂
る
記
念
碑
の

周
辺
を
散
策
し
て
い
た
。
ど

こ
か
で
素
堂
先
生
が
優
し
く

語
り
か
け
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
た
。

　
　
　
　

 

（
小
澤
茜
逕
記
）

　

令
和
５
年
５
月
２
日
（
火
）、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
洗
碑
会
が
小
石
川
の
傳
通
院

で
行
わ
れ
た
。
現
在
、
大
河
ド
ラ
マ
で
放
映
中
の
徳
川
家
康
公
の
生
母
で
あ
る
於
大

の
方
を
供
養
す
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
名
刹
の
寺
院
で
あ
る
。

　

今
回
の
洗
碑
会
で
、
中
村
素
堂
先
生
の
貴
重
な
作
品
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一 

つ
は
、
荒
木
大
樹
顧
問
が
佐
藤
中
処
先
生
ご
逝
去
後
、
柿
木
会
よ
り
お
預
か
り
し

て
い
た
葉
書
の
作
品
集
で
あ
る
。
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
、
素
堂
先
生
が
仏
教
三

大
学
仏
教
研
修
団
副
団
長
と
し
て
、
門
弟
の
佐
藤
中
処
先
生
と
イ
ン
ド
・
タ
イ
・

ネ
パ
ー
ル
な
ど
を
歴
訪
し
、
そ
の
旅
情
を
漢
詩
や
歌
に
し
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
処
先
生
が
帖
仕
立
て
に
さ
れ
、
題
箋
は
素
堂
先
生
に
書
い
て
い
た
だ
こ
う
と
し
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
訪
れ
た
ネ
パ
ー
ル
の
写
真
な
ど
も
あ
り
、
当
時
の
様

子
が
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

も
う 
一 
つ
は
、
若
井
香
樹
参

与
が
お
持
ち
に
な
っ
た
素
堂
先
生

の
扇
面
作
品
で
あ
る
。
現
在
、

素
堂
先
生
が
眠
る
深
光
寺
は
、

か
つ
て
戦
争
に
よ
っ
て
梵
鐘
が
供

出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
終
戦
後
に

奇
跡
的
に
戻
り
、
そ
の
こ
と
を
祝

う
落
慶
式
が
行
わ
れ
た
そ
う
だ
。

そ
の
時
の
心
情
を
素
堂
先
生
が

漢
詩
に
詠
ま
れ
た
扇
面
や
、
優

洗
　
碑
　
会

中村素堂先生の作品鑑賞

参加者による記念撮影
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■
洗
碑
会

　
　

日
時
：
２
０
２
３
年
５
月
２
日
（
火
）
16
時
30
分
〜

　
　

会
場
：
傳
通
院
（
文
京
区
小
石
川
３-

14-

６
）

　
　

内
容
：
創
設
者
中
村
素
堂
先
生
の
記
念
碑
『
如
是
我
聞
』
を
洗
い
清
め
る

　
　
　
　
　

行
事

■
錬
成
会

　
　

日
時
：
２
０
２
３
年
２
月
４
日
（
土
）・
５
日
（
日
）　

９
時
〜
17
時

　
　

会
場
：
鵞
毛
堂
錬
成
会
場
（
さ
い
た
ま
市
南
区
文
蔵
４-

27-

３
）

　
　

内
容
：
毎
日
書
道
展
・
貞
香
書
展
に
向
け
て
の
作
品
制
作

■
貞
香
会
後
援
の
展
覧
会

  

○
第
54
回
墨
光
書
展

　
　

会
期
：
２
０
２
３
年
10
月
６
日
（
金
）
〜
10
月
９
日
（
月
）

　
　

会
場
：
春
日
部
市
民
文
化
会
館

  

○
第
37
回
西
蓮
会
書
展

　
　

会
期
：
２
０
２
３
年
10
月
13
日
（
金
）
〜
10
月
17
日
（
火
）

　
　

会
場
：
銀
座 

か
ね
ま
つ
ホ
ー
ル

※
こ
の
他
、
貞
香
会
会
員
が
活
躍
す
る
展
覧
会
の
情
報
は
、
貞
香
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
に
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
主
な
展
覧
会

  

○
２
０
２
３
年
度
定
期
総
会

　
　

日
時
：
２
０
２
３
年
１
月
25
日
（
水
）
15
時
〜

　
　

会
場
：
東
京
都
美
術
館
講
堂

  

○
　
貞
香
会
総
合
書
展

　
　

会
期
：
２
０
２
３
年
１
月
20
日
（
金
）
〜
26
日
（
木
）

　
　

会
場
：
東
京
都
美
術
館

  

○
第
64
回
東
方
書
展

　
　

会
期
：
２
０
２
３
年
３
月
25
日
（
土
）
〜
31
日
（
金
）

　
　

会
場
：
東
京
都
美
術
館

　
　

企
画
展
示
：「
清
朝
書
畫
扇
面
展
」・「
東
方
書
道
院
選
抜
展
」

　
　

※

赤
平
泰
処
先
生
・
中
村
青
藍
先
生
・
光
谷
素
仙
先
生
が
出
品

  

○
第
57
回
貞
香
書
展

　
　

会
期
：
２
０
２
３
年
６
月
28
日
（
水
）
〜
７
月
10
日
（
月
）

　
　

会
場
：
国
立
新
美
術
館

  

○
第
74
回
毎
日
書
道
展
　
東
京
展

　
　

会
場
：
国
立
新
美
術
館

　
　

会
期
：
前
期
展
Ⅰ
期
２
０
２
３
年
７
月
12
日
（
水
）
〜
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　

前
期
展
Ⅱ
期
２
０
２
３
年
７
月
19
日
（
水
）
〜
24
日
（
月
）

　
　
　
　
　

後
期
展
Ⅰ
期
２
０
２
３
年
７
月
26
日
（
水
）
〜
31
日
（
月
）

　
　
　
　
　

後
期
展
Ⅱ
期
２
０
２
３
年
８
月
２
日
（
水
）
〜
６
日
（
日
）

　
　

会
場
：
東
京
都
美
術
館

　
　

会
期
：
２
０
２
３
年
７
月
19
日
（
水
）
〜
24
日
（
月
）

︿
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
﹀

′23
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○
第
58
回
貞
香
書
展

　
　

会
期
：
２
０
２
４
年

　
　
　
　
　

６
月
26
日（
水
）〜
７
月
8
日（
月
）

　
　

会
場
：
国
立
新
美
術
館
３
Ａ

　
　

講
演
会

　
　

席
上
揮
毫

　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

授
賞
式

　
　

懇
親 

  

○
第
75
回
毎
日
書
道
展  

東
京
展（
予
定
）

　
　

会
場
：
国
立
新
美
術
館

　
　

会
期
：
２
０
２
４
年

　
　
　
　
　

７
月
10
日（
水
）〜
８
月
４
日（
日
）

　
　

会
場
：
東
京
都
美
術
館

　
　

会
期
：
２
０
２
４
年

　
　
　
　
　

７
月
18
日（
木
）〜
７
月
24
日（
水
）

　
　

表
彰
式
：
７
月
21
日（
日
）13
時
〜　

　
　
　
　
　
　

ザ・プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京

　
　

※

各
地
方
展
、巡
回
展
に
つ
い
て
は
、毎
日
書
道
会
の

　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

毎
日
書
道
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

http://w
w
w
m
ainichishodo.org

  

■
下
見
会（
毎
日
書
道
展
）

　
　

日
程
：
２
０
２
４
年
４
月
22
日（
日
）

　
　

会
場
：
文
京
区
男
女
平
等
セ
ン
タ
ー（
予
定
）

　
　

※

会
員
の
方
に
は
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
洗
碑
会

　

  

日
時
：
２
０
２
４
年
５
月
２
日（
木
）

　
　
　
　

  

16
時
〜　
　
　

受
付

　
　
　
　

  

16
時
30
分
〜　

洗
碑
会

　

  

会
場
：
傳
通
院（
文
京
区
小
石
川
３-

14-

６
）

　

  

内
容
：

■
錬
成
会

　
　

日
程
：
２
０
２
４
年

　
　
　
　
　

２
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）　　
　

　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時

　
　

会
場
：
鵞
毛
堂
錬
成
会
場

　
　
　
　
　
（
さ
い
た
ま
市
南
区
文
蔵
４-

27-

３
）

　
　

内
容
：
毎
日
書
道
展
・
貞
香
書
展
に
向
け
て
の　

　
　
　
　
　

作
品
制
作

■
貞
香
会
後
援
の
展
覧
会

  

○
第
55
回
墨
光
書
展

　
　

会
期
：
２
０
２
４
年

　
　
　
　
　

10
月
17
日（
木
）〜
10
月
20
日（
日
）

　
　

会
場
：
春
日
部
市
民
文
化
会
館

  

○
第
38
回
西
蓮
会
書
展

　
　

会
期
：
２
０
２
４
年

　
　
　
　
　

10
月
11
日（
金
）〜
10
月
15
日（
火
）

　
　

会
場
：
銀
座
か
ね
ま
つ
ホ
ー
ル

■
主
な
展
覧
会

  

○
２
０
２
４
年
度
定
期
総
会

　
　

日
時
：
２
０
２
４
年
１
月
24
日（
水
）15
時

　
　

会
場
：
東
京
都
美
術
館
講
堂

　
　

※

会
員
の
方
に
は
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

  

○
’24
貞
香
会
総
合
書
展

　
　

会
期
：
２
０
２
４
年

　
　
　
　
　

１
月
20
日（
土
）〜
１
月
26
日（
金
）

　
　

会
場
：
東
京
都
美
術
館

　
　

授
賞
式
：
２
０
２
４
年
１
月
21
日（
日
）

　
　

懇
親
会
：
２
０
２
４
年
１
月
21
日（
日
）

　
　

席
上
揮
毫
：
２
０
２
４
年
１
月
20
日（
土
）

　
　

※

後
日
送
付
さ
れ
る
開
催
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

  

○
第
65
回
東
方
書
展

　
　

会
期
：
２
０
２
４
年

　
　
　
　
　

３
月
25
日（
月
）〜 

３
月
31
日（
日
） 

　
　

会
場
：
東
京
都
美
術
館

　
　

作
品
解
説

　
　

授
賞
式

　
　

席
上
揮
毫　
　

　
　

懇
親
会 

　
　

東
方
書
道
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

w
w
w
://tohoshodouin.com

　
　
　

︿
２
０
２
４
年
度
行
事
予
定
﹀

後
日
郵
送
さ
れ
る
開
催
要
項
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

創
設
者 

中
村
素
堂
先
生
の
記
念
碑
「
如
是

我
聞
」
を
洗
い
清
め
る
行
事

毎
年
、
中
村
素
堂
先
生
の
誕
生
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
集
く
だ
さ
い
。
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表
紙「
墨
」：
中
村
素
堂
先
生
作
品「
祭
墨
」よ
り

︻
編
集
後
記
︼

二
〇
二
三
年
は
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
総
合
書
展
と
貞
香

書
展
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貞
香
会
会
報
第
十
三
号
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
〈
泰
邱
〉

今
年
の
春
、
長
い
間
『
書
範
』
と
『
会
報
』
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
金
子

さ
ん
と
富
寿
印
刷
の
小
室
さ
ん
が
引
退
さ
れ
た
。
私
達
の
わ
が
ま
ま
な
編

集
に
も
寛
大
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
『
会
報
』
の
発
行
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

皆
様
か
ら
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

  

〈
彩
心
〉

会
報
の
完
成
に
至
る
ま
で
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
支
え
が
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
報
の 

一 

ペ
ー
ジ 

一 

ペ
ー
ジ
に
は
、貞
香
会
の
ド
ラ
マ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
報
第
十
三
号
は
お
楽
し
み
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。　
　
　

  

〈
蒼
秀
〉

洗
碑
会
で
訪
れ
た
素
堂
先
生
の
石
碑
「
如
是
我
聞
」
の
前
に
立
つ
と
清
ら
か

な
風
を
感
じ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
、
自
然
災
害
、
私
た
ち
は
今
大
混
乱
の

時
代
に
突
入
し
ま
し
た
が
、
筆
を
と
り
墨
の
香
り
漂
え
ば
自
然
と
心
が
和

ら
ぎ
、
前
向
き
に
な
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〈
茜
逕
〉

✿

◇
訃
報

　
室
生
大
韻
先
生
（
参
与
）
が
、
２
０
２
３
年
８
月
15
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
年
会
費
に
つ
い
て

　

２
０
２
３
年
度
以
前
の
年
会
費
が
未
納
の
方
は
、
お
早
め
に
お
振
込
み
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
年
会
費
の
振
込
用
紙
は
、
後
日
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

◇
第
58
回
貞
香
書
展
の
作
品
締
切

　

２
０
２
４
年
度
は
、５
月
13
日
（
月
）
〜
５
月
17
日
（
金
）
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

必
ず
開
催
要
項
で
ご
確
認
の
上
、
各
表
具
店
に
作
品
を
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

締
切
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

◇
住
所
変
更
に
つ
い
て

　

住
所
・
連
絡
先
な
ど
変
更
が
あ
る
方
は
、
貞
香
会
事
務
所
宛
に
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

　
ハ
ガ
キ
な
ど
の
書
面
に
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
会
員
の
方
の
関
係
書
道
展
に
つ
い
て

　
会
員
の
皆
さ
ま
が
活
躍
す
る
書
道
展
や
催
し
も
の
な
ど
の
情
報
を
、
貞
香
会
広
報

　

部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
展
覧
会
の
案
内
ハ
ガ
キ
な
ど
詳
細
を
メ
ー
ル
に
て
添
付

　
い
た
だ
け
れ
ば
、
貞
香
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

teikokai.koho@
gm
ail.com

（
担
当
：
飯
野
彩
心
）

◇
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

　
貞
香
会
に
関
連
す
る
展
覧
会
や
行
事
な
ど
で
、
会
員
の
皆
さ
ま
よ
り
ご
意
見
ご
要

　

望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
貞
香
会
事
務
所
ま
で
書
面
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

︿
事
務
局
だ
よ
り
﹀

✿ ✿✿
令
和
五
年
度
︵
二
〇
二
三
年
︶

　
　
　
　
　
　

会
　
報
︽
第
十
三
号
︾

発　

行　

日　

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一日
（
日
）

編
集
・
発
行
　
貞
　
香
　
会

　
　
　
　
　
　
東
京
都
江
東
区
新
大
橋 

一‐

五‐

四‐

二 

一 

一

　
　
　
　
　
　
　

根
本
方

        　
　
　

 

電
話 

〇
三
（
六
二
八
四
） 

〇
四
六
六

印
刷
・
製
本　

有
限
会
社
エ
ム
・
ジ
ー
ケ
ー

              　

 

栃
木
県
下
野
市
本
吉
田
七
六
三‐

八

        　
　
　

 

電
話 

〇
二
八
五
（
四
八
）
二
四
六
七
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